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No.129

10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金曜日のみ）　

開館
時間

粕屋町立図書館　☎939－4646
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/mobile.html

問 い合わせ
HPアドレス
携帯版ＨＰアドレス

「二十四の瞳」

　図書館には「おはなし会」という時間があります。
子どもたちを対象に絵本を読んだり、紙芝居をしたり、
また絵や道具を使わないおはなし（ストーリーテリン
グ）などをします。笑ったり、熱心に聞き入っている
子どもたちの顔を見ると、図書館で仕事をしていてよ
かったなと思います。今月はそんな「おはなし会」（小
学生向け）で取り上げた本の中から特に好評だったも
のを紹介します。

　今年は蔵書点検、図書を管理するコンピュータシステ
ムの入れ替え及び館内の改装のため、３月に休館いたし
ます。大変ご不便をおかけいたします。図書館カレンダ
ーにて開館日をご確認の上ご来館ください。なお閉館中
の図書の返却は、図書館正面入り口横の壁に設置してお
りますブックポストをご利用ください。なお、CDや
DVD、ビデオテープなどのAV資料は破損の恐れがあり
ますので開館日に図書館カウンターにてご返却ください。
皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

[本の紹介]

「あかちゃん向けおはなし会」
３月４日（第１金曜日）午前11時～
「ちいさい子向けおはなし会」
３月11日（第２金曜日）午前11時～
「おおきい子向けおはなし会」
３月５日・12日（土曜日）午前11時～
「小学生向けおはなし会」
３月６日（第１日曜日）午後３時～
※３月後半に予定していたおはなし会は
　休館のためお休みとなります。ご了承ください。

　壺井栄原作の小説を監督木下恵介が自ら脚色・演出にあた
った作品。主人公の若き女性教師と12人の教え子たちの師
弟愛と、彼らを引き裂いていった時代の悲劇を、昭和の初め
から終戦後にいたる約20年間を通して、美しい小豆島の自
然を舞台に描き出した日本映画史上に残る名作。
　分教場に赴任してきた女学校出身のハイカラ先生・大石久
子（高峰秀子）は村の人々からなかなか受け入れられない。
ある日、生徒がいたずらに掘った落とし穴に落ちてしまった
久子は足を骨折、学校を休むことになってしまう。しかし久
子を慕っている生徒たちはこの事件を悲しみ、二里の道のり
を歩いて久子を見舞う。そして数年後、戦争という悲劇が
12人の子どもたちと久子を引き離していった･･･。

３月のおはなし会

図書館の休館日にご注意ください。

休館期間は3月14日(月)～3月31日(木)までです。
4月1日(金)から通常どおり開館いたします。

1954年公開 日本映画 モノクロ 2時間36分
原作　壺井　栄　　監督・脚本　木下恵介
出演　高峰秀子　
　　　月丘夢路、田村高廣、笠　智衆、
　　　小林トシ子、井川邦子、浦辺粂子、
　　　清川虹子、浪花千栄子、天本英世　ほか

「ロバのシルベスターとまほうのこいし」
　　ウィリアム ・スタイグ作　評論社
　石を集めるのが好きなロバの子ども
のシルベスターは、たまたま見つけた
赤い小石が願い事をかなえる力を持っ
ていることを知りました。よろこんで
家に帰る途中にシルベスターは腹ぺこ
ライオンと出会います。とっさに願っ
たのは自分を石に変えること！ライオ
ンはやり過ごすことができましたが、
石になったシルベスターは赤い小石を

持つことができません。元に戻ることはもちろん助けを呼
ぶこともできません。さあどうしましょう…。ユーモアの
中にも主人公のつらい孤独感や子どもを失った家族の深刻
な感情が描かれています。あたたかい家族の愛情を感じる
ことができる絵本です。

「王さまと九人のきょうだい」
中国の民話　君島  久子／訳　岩波書店
　ある老夫婦が不思議な仙人の力で九
人の子どもを授かりました。九人の子
どもたちにはそれぞれ変わった名前が
ついていました。ちからもち、くいし
んぼう、はらいっぱい、ぶってくれ、
ながすね、さむがりや、あつがりや、
切ってくれ、みずくぐり。見た目には
そっくりな九人の兄弟は、それぞれの
持っている特別な力で横暴な王様の出

す難題を軽々と解決していきます。ところが王様はますま
す意地になって…。九人それぞれが持つ超能力がとてもユ
ニークで、王様は難問を解決されるたびにとてもくやしがり、
聞いている子どもたちはいい気味です。痛快で楽しい絵本。

「子どもに語るアイルランドの昔話 」
渡辺  洋子／編訳　こぐま社

　物語好きのケルト民族に古くから伝
わる、主に農民たち語り部が語った話
が収録された本です。「妖精の丘が燃え
ている」など、アイルランドの妖精の怖
さが不思議な魅力となって子どもたち
をひきつけます。こぐま社の「子どもに
語る昔話」シリーズにはほかにイタリ
ア・イギリス・北欧・ロシア・トルコ・
アジア・中国・日本のほかにグリム、

アンデルセンのお話など、楽しい昔話がいっぱいです。お
はなし会ではこの本から選んだ話を子どもたちに素話（スト
ーリーテリング）として聞かせることもあります。ほかに
東京子ども図書館編集の「おはなしのろうそく」にも子ども
に聞かせたい昔話が多く収録されています。

日時　３月１２日（土曜日）13：30～ 16：10
場所　粕屋フォーラム２階　視聴覚室
※入場は無料、申込みは不要です。お気軽にご参加ください。
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　町内にお住まいの婦人であれば
どなたでも歓迎します。随時受け
付けています。お気軽にお尋ねく
ださい、お待ちしています。
●連絡先　☎939－2039 森まで

成
人
式

３月の行事予定

　

１
月
９
日（
日
）、
サ
ン
レ
イ
ク
か

す
や
に
て
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
多
く
の
成
人
者
た
ち
が
集
ま

り
、
と
て
も
賑
や
か
な
成
人
式
と
な

り
ま
し
た
。
青
年
団
員
が
成
人
者
代

表
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
周
り
の
人

へ
の
感
謝
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
青
年
団
も
、
新
成
人
に
な

っ
た
ば
か
り
の
頃
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
初
心
に
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
団
員
を
増
や
し
、

青
年
団
活
動
を
充
実
さ
せ
、
粕
屋
町

に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
入
団
員
募
集

　

 

粕
屋
町
青
年
団
は
、
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
粕
屋
町
に
在
住
の

18
歳
〜
24
歳
ま
で
の
方（
男
女
問
わ

ず
）
な
ら
誰
で
も
入
団
で
き
ま
す
。

町
行
事
の
ス
タ
ッ
フ
、
お
手
伝
い
を

し
て
町
に
貢
献
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
通
し
て
、

新
し
い
仲
間
の
輪
や
友
情
、
集
団
で

の
協
調
性
を
育
む
、
元
気
な
若
者
の

と
て
も
楽
し
い
団
体
で
す
。

　

青
年
団
の
活
動
に
少
し
で
も
興
味

を
も
っ
て
く
だ
さ
る
方
は
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
連
絡
先
）

　

k
a
s
u
ya
s
e
in
e
n@
ya
h
o
o.

　

c
o.

jp

粕屋町 消防出初式
１月９日(日) 9：00～ 中央小学校グラウンド

　町内の各分団消防団員の皆さんが一同に会してのき
びきびとした行進や放水のデモンストレーションを見
て、火災や防災の際
の姿が目に浮かび、
頼もしく思いました。
出初式に出席して団
員の皆さんに改めて
感謝の気持ちでいっ
ぱいです。

あいさつ運動
１月14日(金) 7：50～ 各小中学校

　今年最初のあいさつ運動で「あけましておめでとうご
ざいます」と大きな声が返ってきました。寒い朝でした
が元気をもらいました。

学習会
１月17日(月) 10：00～ サンレイクかすや

　文化協会副会長の本郷蓉子さんに「おはなしとわた
し」をテーマで講演をしていただきました。本郷さんは
ストーリーテリングの会でもご活躍で、読み聞かせで
子どもの想像力が豊かになり読書力に結びつく活動を
されていて、当日は
部屋を暗くし、ろう
そくが灯った中で絵
本のお話しを聞くと、
より一層お話しに集
中でき、癒しの一時
を過ごす事ができま
した。

切手整理
１月17日(月) 12：30～ サンレイクかすや

　皆さんに集めていただいた切手を整理して、
NPO法人誕生日ありがとう運動本部「知的ハンデ
ィキャップ問題の啓発」に送りました。ご協力有
難うございました。

あいさつ運動
　7:50 ～　各小中学校
22年度総会
  10:00～　サンレイクかすや

3月15日（火）

3月20日（日）
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け
い
こ

は
や
し

け
い
こ

部　

の　

紹　

介

花
道
歌
謡
教
室

ク
か
す
や
」
へ
、
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。
No.230

粕
屋
町
文
化
協
会

平
成
23
年
度 

芸
術
祭

　

本
年
も
４
月
23
日（
土
）
か
ら
24
日

（
日
）
の
２
日
間
に
渡
り
、
文
化
協
会

主
催
の「
芸
術
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

23
日（
土
）
は
、
展
示
物
が
主
で
す
。

絵
画
・
手
芸
・
陶
芸
・
書
な
ど
、
す

ば
ら
し
い
物
が
た
く
さ
ん
展
示
し
て

あ
り
ま
す
。
24
日（
日
）
は
、
舞
台
発

表
が
主
と
な
り
ま
す
。
舞
踊
・
唄
・

ダ
ン
ス
・
演
奏
と
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

が
楽
し
め
ま
す
。
出
展
・
出
場
さ
れ

る
方
々
は
、
日
々
の
成
果
を
お
見
せ

し
よ
う
と
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
当
日
は
「
サ
ン
レ
イ

　
「
唄　

さ
く
ら
祭
」

　

花
道
歌
謡
教
室
が
、
４
月
３
日（
日
）
に

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や　

さ
く
ら
ホ
ー
ル
に

て「
唄　

さ
く
ら
祭
」
と
題
し
ま
し
て
、
発

表
会
を
行
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
唄
声
を

聞
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ
ま
だ
で
す

謡 

光 

会

　

謡
は
、
舞
と
囃
子
と
謡
か

ら
な
る
能
の
一
部
分
で
す
。

　

謡（
能
）は
、
古
典
を
題
材

に
し
た
物
語
が
多
く
、
シ
テ

と
呼
ば
れ
る
主
演
者
を
中
心

文化協会参加行事です。
3月11日（金）　代表者会議
4月16日（土）　総会
4月23日（土）～24日（日）　芸術祭　

が
、
皆
さ
ま
の
熱
い
声
援
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

ゲ
ス
ト
に
、
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
南
か

な
こ
さ
ん
と
、
島
津
亜
矢
さ
ん
の「
な
か

す
雨
」
を
作
曲
さ
れ
ま
し
た
、
嘉
原
健
志

先
生
を
お
迎
え
し
て
の
楽
し
い
発
表
会
で

す
。
入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

に
で
き
て
い
て
、
ほ
か
に
ツ

レ
・
ト
モ
・
子
方
・
ワ
キ
・

ワ
キ
ヅ
レ
・
地
な
ど
の
役
柄

が
あ
り
ま
す
。

　

稽
古
で
は
役
柄
を
割
り
振

っ
て
謡
う
こ
と
も
あ
り
、
先

生
の
口
伝
に
よ
り
、
お
腹
の

底
か
ら
声
を
出
せ
る
よ
う
、

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

新
規
加
入
者
を
歓
迎
し
ま

す
の
で
、
一
度
見
学
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

●
講
師　

観
世
流（
梅
若
）

　
　
　
　

安
河
内
政
光
先
生

●
稽
古
場
所

　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
稽
古
日

　

第
１
・
第
３
・
第
４
金
曜

　

日　

午
後
８
時
か
ら
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粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部
管

内
に
お
け
る
平
成
22
年
中
の
救
急
出

動
件
数
は
7
，
2
7
3
件
、
前
年
比

で
6
6
8
件
の
増
加
が
記
録
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
中
は
、
救
急
車
が
す
べ

て
出
払
っ
て
し
ま
い
、
新
た
な
救
急

要
請
に
対
応
が
で
き
な
い
と
い
う
状

況
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
中
に
は
、

救
急
で
搬
送
し
な
く
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も

多
く
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が

続
け
ば
、
本
当
に
必
要
な
方（
重
篤

患
者
、
緊
急
性
の
あ
る
患
者
）
へ
の

対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
救
急
車
を
要
請
す
る
前

に
い
ま
一
度
、「
重
症
・
重
篤
感
や

緊
急
性
が
あ
る
の
か
」「
救
急
車
で
な

け
れ
ば
だ
め
か
」
を
検
討
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
下
記
の
よ
う
な
症
状
は
、

緊
急
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
こ

と
な
く
救
急
車
を
要
請
し
て
く
だ
さ

出
動
件
数
増
で
救
急
車
が
ピ
ン
チ

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
理
解
ご
協
力
を

＜緊急性が高い症状の例＞

・意識がなくなる。
・ろれつが回らない、言葉が出ない。
・手や腕がしびれて力が入らなくなる。
・めまい、ふらつき、立てなくなる。
・今までに経験したことがないような激しい頭痛。
・激しい胸痛。（締め付けるような、刺すような痛み）
・胸痛が30分以上継続する。
・呼吸が苦しく冷や汗をかいている。

い
。

　

本
当
に
必
要
な

患
者
さ
ん
に
救
急

車
を
利
用
い
た
だ

く
た
め
、
救
急
車

の
適
正
利
用
に
つ

い
て
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

このような症状が
出たら

迷わず救急車を呼
んで

つけましたか。住宅用火災警報器つけましたか。住宅用火災警報器 あなたと家族の
　　　　命を守る!!

～福岡県内においては平成21年6月1日から全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられています～

住宅用火災警報器は
なぜ必要なの？

あなた自身はもちろん、大切な 家族の命 を住宅火災から守るためです。
また、火災を早期に発見することで、初期消火や通報などの行動が早まり、
近隣への延焼被害も軽減します。

●住宅用火災警報器に関する問い合わせ　粕屋南部消防組合消防本部　☎９３５－５１１１
　粕屋南部消防組合消防本部ホームページにも掲載しています。ぜひご利用ください。

!!

！

！

平
成
23
年
度
国
家
公
務
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

●
試
験
名

　

▽
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

　

▽
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

　

▽
国
税
専
門
官
採
用
試
験

　

▽
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

　

▽
法
務
教
官
採
用
試
験

※
受
験
資
格
、
受
付
期
間
、
第
１
次

試
験
日
な
ど
は
、
試
験
ご
と
に
違

い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
受
験
案
内
な
ど
の
請
求
方
法　

　

返
信
用
封
筒﹇
角
型
２
号
、
１
４
０

　

円
分（
国
税
専
門
官
は
１
２
０
円

分
）
の
切
手
を
貼
付
し
、
あ
て
先
、

請
求
試
験
名
を
明
記
﹈
を
同
封
し

た
封
筒
に
、
請
求
す
る
試
験
名
を

朱
書
き
し
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
請
求
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験

係（
〒
８
１
２
ー
０
０
１
３　

福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
ー
11
ー

１
）　

☎（
４
３
１
）
７
７
３
３

　

F
A
X（
４
７
５
）
０
５
６
５

Ｄ
Ｖ
で
お
困
り
の
方

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
を

　

福
岡
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
が

身
近
な
と
こ
ろ
で
Ｄ
Ｖ
の
相
談
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
必
要
な
支
援
や
情

報
提
供
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
県

内
の
保
健
福
祉（
環
境
）
事
務
所
を
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
指

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、Ｄ
Ｖ
専
用

の
相
談
電
話
を
設
け
、
電
話
や
面
接

に
よ
り
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
、
匿
名
で
も
相
談
で
き
ま

す
。
ま
た
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
Ｄ
Ｖ
相
談
専
用
電
話

▽
☎（
９
３
９
）
０
５
１
１

（
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所
）

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
・

日
曜
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

▽
☎（
７
１
６
）
０
４
２
４

（
夜
間
・
休
日
の
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
相
談
電
話
）

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
後
５
時

15
分
〜
午
前
０
時
、土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
午
前
９
時
〜
午
前
０
時

（
年
末
年
内
を
除
く
）
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《
み
ん
な
で
創
ろ
う

  
ゆ
と
り 

い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い 

か
す
や
》

〜
私
た
ち
の
ま
ち
〜

　

社
会
教
育
の
場
で
あ
る「
社
会
」

は
人
の
結
び
つ
き
で
す
。「
こ
の

仕
事　

皆
で
や
ろ
う
と　

人
に
投

げ
」
と
い
う
川
柳
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
の
も
の
で
あ
る
社
会
の
こ
と
に

か
か
わ
る
の
は
余
計
な
こ
と
で
あ

り
、
誰
か
に
任
せ
る
の
が
一
番
と

敬
遠
さ
れ
ま
す
。
す
る
こ
と
は
人

任
せ
に
、
し
て
も
ら
う
こ
と
は
自

分
に
と
、
自
分
を
お
客
様
の
立
場

に
置
け
ば
、
社
会
か
ら
引
き
こ
も

っ
て
い
き
ま
す
。
皆
の
こ
と
に
か

か
わ
る
こ
と
を
苦
役
と
見
る
勘
違

い
か
ら
覚
め
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、

血
縁
や
地
縁
と
い
っ
た
旧
来
か
ら

の
身
近
な
縁
は
失
わ
れ
、
誰
と
も

つ
な
が
ら
な
い
無
縁
社
会
に
向
か

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
社

会
が
、
皆
が
望
ん
で
い
た
社
会
で

あ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
情
報
社
会
で
は
人
の
結

び
つ
き
は
間
接
的
で
、
匿
名
社
会

に
な
り
ま
し
た
。
個
人
情
報
の
バ

リ
ア
が
強
固
に
な
り
、
自
分
を
隔

離
す
る
防
衛
策
が
必
須
に
な
っ
て

い
ま
す
。
見
ず
知
ら
ず
の
人
は
危

険
と
い
う
過
剰
な
警
戒
社
会
で
も

あ
り
ま
す
。
結
び
合
う
こ
と
が
拒

否
さ
れ
て
い
て
は
、
社
会
が
成
り

立
た
な
く
な
り
ま
す
。

　

社
会
を
再
構
築
す
る
た
め
に
は
、

「
私
た
ち
」
が
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
自
覚
が
肝
要
で
す
。
社
会

は
誰
か
の
も
の
で
は
な
く
、
私
た

ち
の
も
の
と
い
う
認
識
で
す
。
身

近
で
多
様
な
縁
を
新
た
に
創
り
出

す
前
提
は
、
社
会
の
こ
と
、
皆
の

こ
と
は
他
人
事
で
は
な
い
、
自
分

た
ち
、「
私
た
ち
」
の
こ
と
で
あ

る
と
い
う
意
識
で
す
。

〜
私
た
ち
が
創
る
〜

　

社
会
教
育
は
、
お
互
い
を
知
り

合
い
、
お
互
い
を
助
け
合
い
、
お

互
い
の
知
恵
を
学
び
合
う
と
い
う

プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
っ
て
、「
私
た

ち
の
、
私
た
ち
に
よ
る
、
私
た
ち

の
た
め
の
か
す
や
ま
ち
」
を
創
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
が
創
る
か
ら
住
み
た
い
ま
ち
に

な
り
ま
す
。【

社
会
教
育
委
員
の
会
】

　

粕
屋
町
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
、
は
り
・
き
ゅ
う

施
術
費
の
一
部
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
額
は
、
は
り
・
き
ゅ
う
１
回

に
つ
き
１
、
６
０
０
円
ま
で
、
年
間

30
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
65
歳
に
な
ら
れ
、
助
成
を
ご

希
望
の
方
は
、
誕
生
日
の
属
す
る
月

の
１
日
以
降
、
印
鑑
を
持
っ
て
粕
屋

町
役
場
総
合
窓
口
課
国
保
年
金
係
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

手
続
終
了
後
に
利
用
証
を
交
付
し

ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
利
用
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
３
月
22
日（
火
）
か
ら
更
新
の

受
付
を
始
め
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
22
年
度
中（
平
成
22

年
４
月
か
ら
平
成
23
年
３
月
ま
で
）

に
施
術
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
４
月

28
日（
木
）
ま
で
に
助
成
金
の
請
求
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の

▽
新
規
申
請　

印
鑑

▽
更
新
申
請　

印
鑑
、
利
用
証

▽
助
成
金
申
請　

印
鑑
、
本
人
名

義
の
通
帳（
郵
便
局
以
外
）、
利

用
証
、
領
収
書（
１
回
ず
つ
の

金
額
が
分
か
る
も
の
）

老
人
は
り
・
き
ゅ
う
の

助
成
と
利
用
証
の
交
付

（
更
新
）

●
受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
総
合
窓
口
課
国
保
年
金
係

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　

内
線
４
１
９

糟
屋
中
南
部
地
域
に
お

け
る
農
業
体
験
農
園
の

入
園
者
募
集

　

農
業
体
験
と
は
農
家
が
開
設
し
、

耕
作
を
主
導
、
経
営
・
管
理
し
な
が

ら
農
園
者
が
野
菜
作
り
を
体
験
で
き

る
農
園
で
す
。
体
験
期
間
は
本
年
４

月
〜
平
成
24
年
１
〜
２
月
末（
１
年

ご
と
の
契
約
）
で
、
利
用
料
は
４
万

円
程
度
で
す
。
詳
し
く
は
粕
屋
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
粕
屋
町
か
ら
の
お

知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
経
営
政
策

課　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１　

内

線
２
３
３

　

宇
美
町
は
、「
魏
志
倭
人
伝
」に「
不

彌
国（
ふ
み
こ
く
）」
と
い
う
地
名
で

紹
介
さ
れ
る
な
ど
歴
史
あ
る
町
で
す
。

古
の
ロ
マ
ン
薫
る
宇
美
町
の
文
化
財

を
学
芸
員
と
一
緒
に
散
策
し
ま
し
ょ

う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ト 

〈
宇
美

八
幡
宮
〜
小
林
酒
造
本
店
〜
緑
道
〜

光
正
寺
古
墳
〜
七
夕
池
古
墳（
往
復

約
4
km
）〉

●
日
時　

３
月
26
日（
土
）　

午
前
９

時
30
分
〜
正
午　

※
小
雨
決
行

●
集
合
場
所

　

宇
美
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

宇
美
町
役
場 

政
策
経
営
課

　

☎（
９
３
４
）
２
２
４
７

「
ふ
み
の
里
を
め
ぐ
る

宇
美
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

開
催
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◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で

No.84

確
定
申
告
・
納
付
期
限

の
お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告
の
受
付
期
限
は
３
月
15
日（
火
）、

消
費
税
確
定
申
告
の
受
付
期
限
は

３
月
31
日（
木
）
で
す
。「
所
轄
税

務
署
」
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
税
務
相
談
開
催
日
時

　

３
月
11
日（
金
）
ま
で
の
月
曜
日

〜
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士

◎
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
予
約　

粕
屋
町
商
工
会

　

☎（
９
３
８
）
２
４
５
６

経
営
な
ん
で
も
相
談
会

開
催

　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
16
日（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士
ほ
か

◎
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
れ
ば

労
働
保
険
適
用
事
業
所
に
な

り
ま
す

　

労
働
保
険
と
は
労
働
者
災
害
補

償
保
険
と
雇
用
保
険
と
を
総
称
し

た
も
の
で
、
労
働
者（
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
含
む
）
を
一
人
で
も

雇
用
し
て
い
れ
ば
、
業
種
・
規
模

に
か
か
わ
ら
ず
労
働
保
険
適
用
事

業
所
と
な
り
、
事
業
主
は
成
立
手

続
を
行
い
労
働
保
険
料
を
納
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
成
立
手

続
を
怠
っ
て
い
た
場
合
は
、
遡
っ

て
労
働
保
険
料
に
併
せ
て
追
徴
金

を
徴
収
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

商
工
会
で
は
、
労
働
保
険
事
務

代
行
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

▽
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の

お
知
ら
せ

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
高

校
・
大
学
へ
の
入
学
時
、
在
学
中

に
か
か
る
費
用（
入
学
金
・
授
業

料
な
ど
）
を
融
資
い
た
し
ま
す
。

●
融
資
額　

学
生
・
生
徒
一
人
当

た
り　

３
０
０
万
円

●
返
済
期
間　

15
年
以
内

※

条
件
に
よ
り
18
年
以
内

●
使
途　

入
学
金
・
授
業
料
・
教

科
書
代
・
家
賃
な
ど

●
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返

済

※

ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
可
能

●
金
利　

固
定
金
利

※

利
率
は
変
動
い
た
し
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
時
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

▽
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　

☎（
４
１
１
）９
１
１
２

▽
粕
屋
町
商
工
会

　
　
　
　

☎（
９
３
８
）２
４
５
６

●
予
約　

粕
屋
町
商
工
会

　

☎（
９
３
８
）
２
４
５
６

※

ご
相
談
は
無
料
。
守
秘
義
務
を

　

遵
守
い
た
し
ま
す
。

▽
粕
屋
町
商
工
会

　

☎（
９
３
８
）
２
４
５
６

３月は「労使協定適正化推進期間」です。
　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を推進するためには、長時間労働の
抑制と年次有給休暇の取得促進を図ることが重要です。
　そのため、福岡労働局及び各労働基準監督署では、本年３月を「労使協定適正化推進
期間」と位置づけ、
　①労働時間などについて、労使が一体となって検討、取り組む仕組み（協議する場）
　　の設置
　②特別条項付き36協定締結時の割増賃金率の適正な設定
　③年次有給休暇の計画的付与制度の導入促進
について、重点的かつ集中的に取り組んでいます。
　詳しくは、福岡労働局ホームページ
　（http://www.fukuoka-plb.go.jp/5kanto/wlb/wlb02.html）をご覧ください。
●問い合わせは、福岡労働局労働基準部監督課（☎411-4862）まで

企業及び働く皆さまへ企業及び働く皆さまへ
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ろ
う
あ

　

12
月
５
日（
日
）
篠
栗
図
書
館

で
の「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
の
読
み
聞

か
せ
に
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
、
お

手
伝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
て
聞

き
入
っ
て
い
る
姿
や
、
お
母
様
方

が
我
が
子
を
ひ
ざ
に
抱
い
て
一
緒

に
ほ
ほ
え
ん
で
聞
い
て
お
ら
れ
る

姿
を
、
私
は
忘
れ
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長

と
と
も
に
、
お
母
様
方
の
や
さ
し

さ
に
ふ
れ
、
ほ
っ
と
し
た
ひ
と
と

き
で
し
た
。

か
ざ
ぐ
る
ま　

青
木
絹
代

　

12
月
ニ
ュ
ー
は
げ
み
会
で
、
ミ

ニ
ツ
リ
ー
作
り
を
し
ま
し
た
。
見

本
を
見
な
が
ら
に
わ
か
指
導
者
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
手
伝
い
な
が
ら
、

あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
、

ボ
ン
ド
が
つ
か
な
い
よ
、
ま
た
落

ち
た
、
も
う
少
し
飾
ろ
う
か
と
言

い
な
が
ら
小
さ
い
飾
り
を
土
台
の

No.123

「
図
書
館
で
の
お
話
会
」

「
ミ
ニ
ツ
リ
ー
作
り
」

「
視
覚
障
害
者
・
手
話

の
会
の
合
同
新
年
会
」

に
参
加
し
て

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
に
二
人
三

手
協
力
し
あ
っ
て
か
わ
い
い
ツ
リ

ー
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
わ

れ
な
い
よ
う
に
無
事
家
庭
の
テ
ー

ブ
ル
に
飾
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

い
か
が
で
し
た
か
。七

色
の
会
会
員

　

１
月
23
日（
日
）
東
区
、
大
岳

荘
に
糟
屋
郡
内
の
聾
唖
者
の
方
９

名
と
手
話
の
会
の
54
名
が
一
同
に

会
し
た
新
年
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

他
町
の
人
が
隣
同
士
に
な
る
よ
う

に
座
席
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、

活
動
内
容
な
ど
色
々
話
が
で
き
ま

し
た
。
周
囲
の
方
々
は
手
話
歴
が

長
く
、
未
熟
で
手
話
語
彙
の
乏
し

い
私
は
、
教
え
て
頂
き
な
が
ら
の

会
話
で
し
た
が
、
近
い
席
の
聾
唖

者
の
方
と
も
話
が
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。
流
調
な
手
話
の
会
話
を

見
て
い
る
だ
け
で
、
語
彙
の
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
須
恵
町
手
話
の

会
の
手
話
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｄ
の
歌
や
講
師

「
秀
浦
先
生
」
の
一
人
芝
居
・
抽

選
会
で
は
幸
運
に
も
粕
屋
町
の
当

選
者
が
多
く
、
笑
い
の
絶
え
な
い

新
年
会（
交
流
会
）
で
し
た
。

手
話
の
会　

隅
部
道
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
し

平
成
24
年
の
歌
会
始
詠
進
歌

お
題
は

「
岸
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

宮
内
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
24
年

に
開
く
歌
会
始
の
お
題
を
「
岸
」
と

定
め
ま
し
た
。

（
注
）「
岸
」
の
文
字
を
使
用
し
て
い

れ
ば
「
海
岸
」「
川
岸
」
の
よ
う
な

熟
語
を
使
用
し
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。　

　

詠
進
要
領
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
作
品　

自
作
の
短
歌
で
一
人
一

首
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
応
募
方
法

①
用
紙
は
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）

と
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ

い
。

【
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め

  

自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
】

　

代
筆
と
し
、
別
の
紙
に
代
筆
理
由

と
代
筆
者
の
住
所
、
氏
名
を
書
い

て
添
え
る
。（
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
は
、

別
の
紙
に
こ
れ
ら
の
機
器
を
使

用
し
た
理
由
を
書
い
て
添
え
る
）

　

な
お
、
視
覚
障
害
の
方
は
、
点
字

で
詠
進
で
き
ま
す
。

②
書
式
は
半
紙
を
横
長
に
使
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に

郵
便
番
号
と
住
所
・
電
話
番
号
・

氏
名（
本
名
、
ふ
り
が
な
付
）・
生

年
月
日
・
職
業（
な
る
べ
く
具
体
的

に
）
を
縦
書
き
で
書
い
て
く
だ
さ

い
。無
職
の
場
合
は「
無
職
」と
書

い
て
く
だ
さ
い（
以
前
職
業
に
就

い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、な

る
べ
く
元
の
職
業
を
書
い
て
く

だ
さ
い
）。な
お
、
主
婦
の
方
は

「
主
婦
」
と
書
い
て
も
構
い
ま
せ

ん
。

●
申
込
み　

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と

書
い
て
、「
〒
１
０
０
ー
８
１
１

　

 

１ 　

宮
内
庁
」
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。９
月
30
日（
金
）ま
で
の

消
印
有
効
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

宮
内
庁
式
部
職

あ
て
に
、郵
便
番
号
と
住
所
・
氏

名
を
書
き
、返
信
用
切
手
を
貼
っ

た
封
筒
を
同
封
し
て
、９
月
20
日

（
火
）
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。ま
た
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

http://

w
w
w.

kunaicho.

go.

jp/

書式図（横長）

（
山
折
り
）

〒　

住　
　

所

　
　

電
話
番
号

お
題　

「
岸
」

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

職　
　

業
氏　
　
　

名

ふ

り

が

な

生
年
月
日
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あ
い
さ
つ

き
ず
な

は
ら

３月の行事予定
1日(火)

23日(水)

23日(水)

31日(木)

３月定例理事会
10：00　粕屋町福祉センター
女性部長新旧理事会
10：00　粕屋町福祉センター
会長新旧理事会
13：30　粕屋町福祉センター
会計監査
10：00　粕屋町福祉センター

１ 

月 

の 

行 

事

■
老
ク
連
役
員
年
始
挨
拶
回
り

　

１
月
４
日（
火
）
午
前
９
時
30
分

粕
屋
町
役
場

■
粕
屋
町
成
人
式

　

１
月
９
日（
日
）
午
前
11
時
30
分

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

後
藤
会
長
出
席

■
１
月
定
例
理
事
会

　

１
月
11
日（
火
）
午
前
10
時

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
福
祉
研
修
会

　

１
月
29
日（
土
）
午
後
１
時

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

後
藤
会
長
出
席

　

１
月
５
日（
水
）
午
前
９
時
30
分

長
者
原
中
区
公
民
館
に
お
い
て

　

長
者
原
中
区
長
寿
双
葉
会
の
第

13
回
懇
談
会
及
び
新
年
懇
親
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

会
員
39
名（
男
性
26
名
、
女
性

13
名
）が
参
加
。
懇
談
会
で
山
田
会

長
か
ら
双
葉
会
が
現
在
実
施
し
て

い
る
、（
１
）
毎
月
１
回
中
央
小
学

校
の
清
掃
奉
仕（
２
）
年
１
回
同
校

児
童
に
昔
遊
び
を
伝
授
し
、
と
も

に
遊
び
児
童
と
の
絆
を
深
め
健
全

な
育
成
に
寄
与
し
て
い
る
と
、
活

動
の
取
り
組
み
を
報
告
。
継
続
に

協
力
を
お
願
い
し
て
、
質
疑
応
答

に
入
り
、
双
葉
会
の
運
営
に
活
発

な
ご
意
見
の
提
言
を
受
け
ま
し
た
。

　

引
続
き
新
年
懇
親
会
に
移
り
大

い
に
語
り
、
大
い
に
飲
み
、
大
い

に
歌
い
踊
り
お
互
い
に
親
交
を
深

め
た
こ
と
は
新
年
に
当
た
り
大
い

に
意
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
開 

勲
様
か
ら
双
葉
会

の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、
会
員
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
万

歳
三
唱
を
い
た
だ
き
散
会
し
ま
し

た
。

旧
仲
原
小
学
校
区

平
成
23
年
44
賀
祝

『
七
鳥
居
く
ぐ
り
』

　

日
本
に
は
、
古
く
か
ら「
厄
年
」
と

言
っ
て
、
人
生
の
節
目
に「
何
か
よ

く
な
い
こ
と
が
あ
る
、
気
を
つ
け
た

ほ
う
が
良
い
」
と
言
う
、
言
い
伝
え

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
お
祓
い
を
受
け
た
り
、

災
い
を
取
り
除
こ
う
と
す
る
行
事
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
女
性
は
33
歳
、
男
性
は
42
歳

の
大
厄
と
、
そ
の
前
後
の
歳
の
前
厄

と
後
厄
の
時
期
に
は
、
精
神
的
に
も

肉
体
的
に
も
、
人
生
の
大
き
な
転
換

期
に
あ
た
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

粕
屋
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
昔
か

ら
こ
の
大
厄
を
無
事
に
明
け
る
こ
と

が
で
き
た
、
厄
明
け
の
祝
い
と
し
て

「
七
鳥
居
く
ぐ
り
」
の
行
事
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
途
中
橋
を
渡
る
こ

と
な
く
、
七
つ
の
神
社
の
鳥
居
を
く

ぐ
り
、
厄
明
け
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
将
来
の
健
康
に
留
意
し
、
人
生
に

お
け
る
最
も
充
実
し
た
時
期
で
あ
ら

ん
こ
と
を
祈
願
す
る
恒
例
行
事
で
す
。

　

本
年
度
は
左
記
に
よ
り
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
多
数
の
ご
参
加
を
、
世

話
人
一
同
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
行
事
終
了
後
は

懇
親
会
を
行
い
、
旧
知
の
友
と
の
再

会
や
、
同
年
代
の
交
流
を
深
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

●
期
日　

４
月
３
日 (

日)

●
集
合　

午
前
９
時

　
　
　
　

志
賀
神
社
境
内

●
対
象
者　

▽
旧
仲
原
小
学
校
区（
酒
殿
・
甲
仲

原
・
駕
輿
丁
・
乙
仲
原
東
・
乙
仲

原
西
・
柚
須
・
阿
恵
・
原
町
・
若
宮
・

花
ヶ
浦
）
在
住
で
昭
和
43
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
44
年
４
月
１
日
の

間
に
生
ま
れ
た
方

▽
現
在
は
町
外
在
住
で
も
同
期
に
仲

原
小
学
校
・
粕
屋
西
小
学
校
を
卒

業
さ
れ
た
方

●
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
「
七
鳥
居
く
ぐ
り
」
世
話
人
会

　
（
世
話
人
代
表
）
北
方
紀
史

　
（
世
話
人
）石
川
弘
一
、
今
泉
久
登
、

　
　
　

江
口
あ
け
み
、
篠
原
隆
盛

　

鳥
居
く
ぐ
り
お
問
い
合
わ
せ　
　

　

担
当
・
篠
原（
シ
ノ
ハ
ラ
）

　
　

☎（
６
２
１
）
１
３
３
１

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
６
２
１
）
７
８
０
２

＊
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
手
数
お
か
け
し
ま
す
が
、
３
月

18
日（
金
）
ま
で
に
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
ら
、
当
日
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
会
費
な
ど
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

旧
仲
原
小
学
校
区
の
昭
和
43
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
44
年
４
月
１
日
の
間
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
皆
さ
ま
へ
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4月から

基本チェック
リストとは・・

いつまでも自分らしく自立した生活を送ることに悪影響を与える足腰の衰え・むせ・食欲の低下
意欲の低下などの症状を早期発見し、介護予防教室に優先的に参加のご案内をするものです。

○65歳以上で要介護認定を受けていない方に郵送いたします。　

　○25項目の質問に「はい」「いいえ」でお答えいただき、ご返送ください。

　○結果は郵送や電話にて通知を行い、介護予防教室をぜひ利用していただきたい方へ教室のご案内を
　差し上げます。

平成22年度　介護予防教室参加状況

チェックリスト 介護予防教室

配布数 回収数 該当者数 参加人数

3,464 2,450 880 92

「かすや貯筋体操ひろば」

「かすやお口から元気教室」

マッサージを
続けたら口の
渇きが随分よ
くなりました。

ご自分の体の状態を知るためにも
4月に送付するチェックリストに
記入して返送してください。

●問い合わせ　粕屋町地域包括支援センター
　（粕屋町役場 介護福祉課内）
　☎９３８－２３１１ 内線５５４・５５５

　

私
た
ち
県
民
が
、
こ
の「
福
岡
県
」

の
明
る
い
未
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
る
機
会
と
し
て
、
こ
の
度
福
岡
県

在
住
の
タ
レ
ン
ト
、
中
島
浩
二
氏
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
お
招
き

し
、
県
知
事
選
挙
立
候
補
予
定
者
に

よ
る
公
開
討
論
会
を
左
記
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
、
奮
っ
て
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
４
月
10
日（
日
）
は
、
福
岡
県
知
事

選
挙
の
投
票
日
で
す
。
皆
さ
ま
の

想
い
が
込
め
ら
れ
た
１
票
を
ぜ
ひ
。

●
日
時　

３
月
18
日（
金
）
午
後
７
時

（
開
場
）〜
午
後
９
時

●
場
所　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル　

地
下
２
階（
福
岡
市
中

央
区
天
神
１
丁
目
１
番
１
号
）

　

☎（
７
５
１
）
９
１
１
３

●
入
場
無
料　

定
員
８
０
０
名

※
当
日
は
、
先
着
順
で
す
の
で
満
席

に
な
り
し
だ
い
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

中
島
浩
二

氏
●
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

藪
野
祐
三
氏

（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

●
主
催

　

公
益
社
団
法
人　

日
本
青
年
会
議
所

福
岡
県
知
事
選
挙

公
開
討
論
会
の
開
催

　

九
州
地
区　

福
岡
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

●
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会　

事
務
局

　

☎（
２
６
３
）
６
３
３
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
６
３
）
６
３
３
４

〜
あ
な
た
の
想
い
が
福
岡
県
を
動
か
す
〜

●
試
験
名

▽
裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅰ
・
Ⅱ
種

試
験

▽
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
採
用
Ⅰ

種
試
験

●
受
付
期
間　

４
月
１
日（
金
）
〜
４

月
15
日（
金
）

●
第
１
次
試
験
日　

５
月
29
日（
日
）

●
受
験
資
格　

昭
和
56
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

※
受
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
は
２

月
25
日（
金
）
か
ら
最
寄
り
の
裁
判

所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

▽
福
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局
人
事
課

　
　

☎（
７
８
１
）
３
１
４
１

　
　

内
線
３
１
５
９
〜
３
１
６
１

▽
福
岡
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　
　

☎（
５
１
０
）
０
４
０
３
又
は
、

　
　

最
高
裁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

h
ttp://

w
w
w.

c
o
u
rts.

g
o.

jp/

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ
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平成22年度 《第2回》

献血のお知らせ

25日
粕屋町

（役場庁舎裏）
健康センター

400㎖献血にご協力願います

献血は健康診断にも役立ちます
　会場では採血前に、血圧測定・血液比重・血液型検査を行
い、献血された血液は、さらなる検査を行い結果を希望者に
直接お知らせしますので、健康管理や病気の早期発見にお役
立てください。

　◎献血者本人確認が平成16年10月から全国
で実施されるようになり、献血受付の際に、
ご自身を証明できる物の提示が必要となりま
した。（確認済みの方は必要ありません）

● 400㎖献血
18歳以上64歳以下で体重が50kg以上あり、前回の400㎖
献血から男性は12週間以上、女性は16週間以上経過した人。
　※　ただし、60歳になってから献血をされたことがある人は、
　　　69歳まで献血ができます。

　昨年3月25日から今年3月24日までの１年間に男性
1,200㎖、女性800㎖の献血にご協力いただいた方につ
いては、間隔が空いていてもご協力いただけません。

〈１年間に献血できる血液量〉

男性1,200㎖ 女性 800㎖

輸血用血液の安全を確保するため、下記の事項に該当する
場合は献血をご遠慮していただくことがあります。

●　現在治療中の方
●　３日以内に抜歯・歯石除去をされた方
●　今までに輸血や臓器の移植を受けたことがある方
●　現在妊娠中、授乳中又は６か月以内に出産・流産をされた方
●　Ｂ型Ｃ型ウイルス肝炎といわれたことがある方
●　エイズ検査が目的の方
●　海外旅行帰国後４週間以内の方

【留意事項】
  ◎  高血圧・高脂血症・花粉症などの薬（１種類）を服用されていても献血可能となりました。
  ◎  1980～1996年に英国に通算1か月（31日）以上滞在されたことのある方は献血を
  　  ご遠慮していただいています。

※その他、医師が総合的に判断し献血をご遠慮していただく場合があります。

※献血手帳をお持ちの方は、当日持参してください。また、当日は食事を必ずとり、飲酒はしないでください。

献血は…あなたにできるボランティア 
・ ・ ・ ・ ・ ・

積極的なご参加をお願いします

〔主催〕　粕屋町献血推進協議会
　　　  粕屋町社会福祉協議会

赤十字血液センター
☎ 921－1400（代）

３月
（金）

初めての方は提示してください

本人確認ができる物
　運転免許証・パスポート・健康保険証 など

9:30～11:30 
（昼休み 11：30～12：30）

12:30～16:00 

午前

午後
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平
成
23
年
１
月
１
日
よ
り
、
発
行

の
際
の
本
人
確
認
方
法
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
本
籍
地
が
空
白
の
運
転
免
許
証
を

お
持
ち
の
場
合

運
転
免
許
証
交
付
の
際
の
暗
証

番
号
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
保
険
証

を
併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
本
籍
地
が
記
載
さ
れ
た
運
転
免
許

証
や
写
真
の
付
い
た
公
的
な
身
分

証
明
書
を
お
持
ち
の
場
合

保
険
証
を
併
せ
て
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

③
そ
の
他
の
書
類
を
お
持
ち
の
場
合

（
従
来
ど
お
り
で
す
。）

保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
即
日
交
付
は
で
き
ま

せ
ん
。

④
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
紛
失
さ

れ
た
場
合

　

最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番
に

そ
の
旨
を
届
け
た
上
で
、
そ
れ

を
証
明
す
る
書
類
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

再
交
付
申
請
を
さ
れ
る
場
合
は
、

①
か
ら
③
に
該
当
す
る
必
要
書

類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

発
行
の
際
の
手
続
が
一
部

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

○草取り・草刈り
○植木のせん定・消毒
○屋外・屋内の清掃
○家事の手伝い
○育児支援
　 （子守・子育て・育児中の家事手伝い） など☎938-3300

60歳以上の町民の方で、健康な働く意欲のある方は、会員に申し込むことができます。いつでも電話でご連絡を。

事業所・家庭でお困りに
なったとき、経験豊富な
高齢者がお手伝いします。

　

な
お
、
保
険
証
が
な
い
場
合
や
必

要
な
書
類
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
お
手
数
で
す
が
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
総
合
窓
口

課
総
合
窓
口
係　

☎（
９
３
８
）
２

　

３
１
１ 

内
線
４
１
６
・
４
１
７

　

住
民
基
本
台
帳
制
度
は
、
住
民
の

皆
さ
ま
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
把

握
し
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

性
別
・
戸
籍
の
表
示
・
住
所
異
動
な

ど
に
つ
い
て
証
明
す
る
こ
と
や
、
各

種
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
す
。
こ
の
情
報
を
基
に
、
医
療

保
険
・
税
金
・
福
祉
・
介
護
・
学
校

関
係
な
ど
行
政
の
事
務
手
続
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

昨
年
、
所
在
の
分
か
ら
な
い
高
齢

者
の
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

粕
屋
町
で
は
、
百
歳
以
上
の
住
民

登
録
が
あ
る
高
齢
者
の
方
の
所
在
は

確
認
で
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
来
は
年
齢
に
関
係
な

く
す
べ
て
の
方
の
所
在
が
確
認
で
き

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
転
入
・
転
出
・

転
居
な
ど
住
民
異
動
に
関
し
て
正
確

住
所
変
更
な
ど
が
あ
っ
た

場
合
の
手
続
は
お
済
で
す

か
。

に
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
法
で
は
、
異
動
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
届
出
期
間
な
ど

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
転
入
届　

新
住
所
地
に
住
み
始

め
て
14
日
以
内
に
届
け
る
。

◎
転
出
届　

他
市
町
村
に
転
出
す

る
日
ま
で
、
又
は
転
出
後
14
日

以
内
に
届
け
る
。

◎
転
居
届　

町
内
で
引
越
し
を
し

た
日
か
ら
14
日
以
内
に
届
け
る
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
総
合
窓
口

　

課
総
合
窓
口
係　

☎（
９
３
８
）
２

　

３
１
１ 

内
線
４
１
６
・
４
１
７

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が

次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　

守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
11
日（
金
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

研
修
室
３
・
４（
粕
屋
町
役
場
の
前
）

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

☎（
６
１
１
） 

４
０
５
７

　
　

０
９
０（
２
３
９
４
） 

９
３
１
９

　

川
口
學
ま
で

多
重
債
務
者
向
け

相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

　

福
岡
財
務
支
局
で
は
、
自
ら
の
収

入
で
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金

を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相

談
に
応
じ
、
相
談
者
の
抱
え
る
借
金

の
状
況
な
ど
を
お
聞
き
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
弁
護
士
、
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を
行
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日（
年
末

年
始
及
び
祝
祭
日
を
除
く
）　

午

前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午

後
５
時

●
電
話
番
号　
☎（
４
１
１
）７
２
９
１

●
費
用　

無
料

●
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
財
務
支
局（
福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
東
２
ー
11
ー
１　

福
岡
合

同
庁
舎
本
館
４
階
）

　

h
ttp://

w
w
w.

m
o
f-

fu
ku
o
ka.

　

g
o.
jp/
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う
つ
つ
　
　
　
　
 

は
げ
 

あ
お
 

〔
俳
句
〕

七
草
や
一
草
加
は
へ
庭
の
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　伊
東
千
鶴
子

聞
き
た
が
る
母
を
避
ゐ
て
春
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　榎
本
ミ
ヨ
コ

読
み
返
す
賀
状
の
筆
も
達
者
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
田

　弘
子

八
十
路
坂
登
り
は
じ
め
し
松
飾
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　安
部

　絹
代

冬
ざ
る
る
景
は
湖
底
に
と
ど
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
井

　澄
枝

ほ
ん
の
り
と
お
屠
蘇
に
そ
ま
る
晴
れ

姿

　
　
　
　
　
　
　
　
　常
松

　久
英

初
雪
に
は
ち
き
れ
そ
う
な
雨
合
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　安
松
た
け
し

桜
狩
り
枝
の
木
陰
で
一
夜
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　城
戸

　紀
一

励
ま
し
の
夢
に
目
覚
め
て
年
明
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　城
戸

　康
碩

初
夢
を
な
ぞ
る
　
寿
の
現
実
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　党

　
　悦
子

屠
蘇
回
わ
す
着
物
姿
の
嫁
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　田
代
ウ
メ
ノ

孫
の
旅
図
上
を
た
ど
る
冬
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　後
藤
四
男
吉

ラ
ジ
オ
聞
き
な
が
ら
の
雑
煮
独
居
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　木
村
た
つ
や

指
き
り
の
小
指
に
願
う
初
御
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
庭

　悦
子

今
年
こ
そ
今
年
こ
そ
は
と
年
暮
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　安
河
内
ヒ
サ
ノ

露
天
風
呂
降
る
雪
髪
に
ゆ
だ
ね
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
村
み
ち
こ

賀
状
来
て
再
会
誓
う
同
窓
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　石
橋

　富
子

庭
先
や
寒
ぼ
け
一
輪
祝
い
咲
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
永

　弘
子

羽
根
つ
き
の
音
せ
し
昭
和
遠
の
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　加
藤

　友
子

音
も
な
く
雪
降
る
夜
の
灯
う
る
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　田
鍋

　勝
代

微
笑
み
は
万
の
語
を
も
つ
雑
煮
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　山
村

　
　栄

「
冬
で
す
」
と
名
刺
が
わ
り
の
雪
降

れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　藤
田

　豊
子

抹
茶
点
て
親
子
の
刻
や
大
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　野
村
抖
し
子

博
多
弁
と
び
交
ふ
列
車
冬
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　竹
末

　千
鶴

枇
杷
の
花
第
九
の
響
く
芝
居
小
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　渡
辺

　孝
子

大
屋
根
に
雪
を
い
た
だ
き
ゴ
ッ
ホ
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
永
ク
ニ
子

一
年
に
一
度
の
賀
状
さ
れ
ど
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　佐
藤

　正
幸

風
の
意
に
任
せ
て
を
り
ぬ
冬
の
湖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
浦
菜
穂
子

〔
川
柳
〕

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と
跳
ん
で
今
年
こ
そ

福
も

　
　
　
　
　
　
　
　吉
原

　大
恵

春
の
詩
吾
子
の
手
に
あ
り
雪
う
さ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　安
武

　秀
月

そ
の
昔
蒼
い
眼
を
し
て
い
た
兎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　長
﨑

　榮
市

元
気
だ
と
臥
せ
た
る
友
の
寒
見
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　坂
名

　弘
道

琴
の
音
に
誘
わ
れ
今
日
も
三
味
を
弾

く

　
　
　
　
　
　
　
　
　松
永

　節
子

出
る
は
出
る
難
問
入
試
外
は
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　平
城
千
代
子

姉
の
服
借
り
て
お
見
合
い
し
て
い
ま

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　長
井
す
み
子

口
も
手
も
出
し
て
若
者
に
は
負
け
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　河
野

　成
子

そ
の
時
は
愛
が
賴
り
の
介
護
の
身

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　楢
原
と
よ
お
き

人
生
迷
路
出
口
は
ず
っ
と
先
で
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　林

　さ
だ
き

ぬ
け
ぬ
け
と
言
う
人
の
顔
目
が
据
わ

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　八
尋
よ
し
恵

泥
棒
に
入
っ
た
家
に
又
も
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　本
田
さ
く
ら

福
寿
草
顔
を
出
し
て
る
雪
の
下
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　豊
田

　
　愛

禿
爺
と
ぬ
け
ぬ
け
言
っ
た
孫
を
抱
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　瀧
本

　章
志

あ
と
三
歩
冷
た
い
バ
ス
が
発
車
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　安
井

　秀
子

も
う
時
効
記
者
が
酒
場
で
裏
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　山
内
ま
ど
か

つ
ま
ず
い
た
石
に
迷
い
を
覚
ま
さ
れ

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　今
林

　藤
夫

お
ん
な
独
り
音
を
こ
ろ
し
て
生
き
て

い
る

　
　
　
　
　
　
　
　高
杢
ふ
さ
の

〔
短
歌
〕

春
浅
き
旭
日
を
待
つ
若
杉
は
な
ほ
明

け
や
ら
ず
碧
く
か
ぎ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　竹
田

　
　勝

桃
の
花
可
愛
い
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
ん
で

春
の
訪
れ
心
も
踊
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　宮
原

　弘
子

（広告） 

　町内全世帯に配布される「広報かすや」は、お店や事業所
などの紹介に最適です。ぜひ、広告を掲載してみませんか。 

１枠１回につき　50mm×  85mm…10,000円 
２枠１回につき　50mm×170ｍｍ…20,000円 

●問い合わせ　粕屋町 協働のまちづくり課　☎938-2311 内線262

　掲載したい月号（毎月１日発行）の１か月前までに、掲載申込書
と広告版下（原稿データや資料）を提出してください。 

※詳しくは町ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。 
　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/ 

広 告 募 集 中
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22　年

前年対比

56

±0

　0

±0

68

－5

526

－37

　0

±0

670

－63

12月末現在町内の交通事故発生状況

発生

発生件数

12月中 12月中 12月中

負傷者数死者数区分

町の人口

23年

22年

21年

人 口 男

１月末現在

42,635

41,973

40,947

21,104

20,813

20,398

21,531

21,160

20,549

17,075

16,739

16,326

御
　

礼

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名

寄　

贈　

主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

左
の
か
た
が
た
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
月
１
日
〜
１
月
31
日
（
敬
称
略
）

女 世帯数
納め忘れていませんか

２月の税金

固定資産税

国民健康保険税

第４期

第10期

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
者
原
上
長
寿
双
葉
会

長
者
原
上

四
俣　

睦
子

四
俣　

一
夫

91

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

酒
殿
区
老
人
ク
ラ
ブ

酒　
　

殿

山
本　

忠
俊

山
本
ヒ
サ
子

85

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

戸
原
区

戸　
　

原

長　

美
千
代

長　

正
太
郎

54

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

乙
仲
原
西
区
老
人
ク
ラ
ブ

乙
仲
原
西

成
冨　
　

弘

成
冨
美
智
子

75

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

甲
仲
原

森
林
知
津
子

森
林　

宏
紀

74

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

乙
仲
原
東

松
本
由
起
夫

松
本　

裕
子

75

乙
仲
原
東
区
老
人
ク
ラ
ブ

乙
仲
原
東

箱
田　

俊
行

箱
田　

順
子

79

●
職
種　

文
書
配
達
員

●
募
集
人
数　

１
名

●
身
分　

粕
屋
町
臨
時
職
員

●
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
休

み
時
間
有
）

　

月
の
内
、
２
週
間（
10
日
）
程
度
の

勤
務
と
な
り
ま
す
。（
原
則
第
２

週
及
び
第
４
週
、
月
に
よ
っ
て
は

変
更
の
週
有
）

※

勤
務
は
、
４
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。

●
賃
金　

日
額
５
，
８
５
０
円（
月
額

５
８
，
５
０
０
円
程
度
）、
時
間
給

７
８
０
円

●
保
険
等　

勤
務
日
数
な
ど
に
よ
り
、

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
の
加
入
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
募
集
要
件　

昭
和
26
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
、
普
通
自
動

車
を
運
転
で
き
る
免
許
を
お
持
ち

の
方（
要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

配
達
業
務
の
経
験
が
あ
る
方
を
歓

迎
し
ま
す
。）

●
勤
務
先　

粕
屋
町
役
場　

配
達
は

町
内
一
円

●
勤
務
内
容　

文
書
配
達
業
務（
主

に
行
政
区
長（
24
名
）
及
び
行
政
組

合
長（
２
５
０
名
）
宛
）

●
採
用　

粕
屋
町
臨
時
職
員
登
録
者

粕
屋
町
臨
時
職
員

（
文
書
配
達
員
）
募
集

の
中
か
ら
書
類
選
考
し
、
採
用
者

を
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
通
知
は

採
用
決
定
者
へ
の
郵
送
を
も
っ
て

変
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
今
回
の
採
用
に
お
け
る
個
別
の

不
採
用
の
通
知
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

●
提
出
書
類　

臨
時
職
員
登
録
申
請

書（
粕
屋
町
総
務
課
備
え
付
け
の

も
の
）

※
希
望
職
種
欄
の
そ
の
他
に【
配
達

員
】
と
記
入
願
い
ま
す
。

●
募
集
期
限　

３
月
14
日（
月
）
ま
で 

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
） 

午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時

●
提
出
先　

粕
屋
町
役
場
総
務
課
人

事
係（
粕
屋
町
駕
与
丁
１
ー
１
ー

１
） 

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１　

内

線
２
２
３

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
課　

☎（
９
３
８
）
２
３

　

１
１　

内
線
２
６
２

急募
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

３月の行事予定表３月の行事予定表

４月上旬の行事予定表４月上旬の行事予定表

※BCG・三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。
※ポリオ投与は予約制です。電話又は健康センター窓口でお申し込みください。☎938-2311(内線523・525・526)

印刷/Ｓ＆Ｍトラスト㈱

1　(火)

2　(水)

7　(月)

10　(木)

15　(火)

17　(木)

24　(木)

3　(日)

8　(金)

10　(日)

14　(木)

4　(月)

5　(火)

6　(水)

13　(水)

3　(木)

6　(日)

9　(水)

16　(水)

18　(金)

23　(水)

28　(月)

行政相談 10:00～12:00 福祉センター 

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ

子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 おひな様作り

園庭開放 10:00～11:00 西保育所 ひなまつり会

子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 ひなまつり会

おたのしみ園庭開放 10:00～11:30 中央保育所 ひなまつり会

第４回粕屋町軽スポーツ大会 9:15～12:00 かすやドーム 9:00受付

親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児

パパとママのたまご学級（赤ちゃん編） 10:00～11:30 健康センター 赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備）

子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 リズム・うたあそび

赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室

10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:40 健康センター 平成22年5月生まれの児

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ

2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成20年11月生まれの児

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 室内・戸外あそび

パパとママのたまご学級（ママ編） 10:00～11:30 健康センター 妊娠中のからだの変化・食事について

4か月児健診 13:40～14:10 健康センター 平成22年11月生まれの児

３歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成20年2月生まれの児

4か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成22年11月生まれの児

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室

1歳6か月児健診 12:50～13:40 健康センター 平成21年8月生まれの児

健康相談 9:00～12:00 健康センター 

ウォーキング日 9:30　　　　 健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます）

親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児

粕屋町消防団入退団式 10:00～　　　 粕屋中央小グラウンド

健康相談 9:00～12:00 健康センター 平成22年度から場所が変わりました。

ウォーキング日 9:30　　　　 健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます）

親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児

春のポリオ予約受付開始   予約は☎938-0258へ

行政相談 10:00～12:00 福祉センター 

心配ごと・特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ

マタニティ相談 13:00～14:30 健康センター 予約制（前日までに予約してください）

赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）

10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:40 健康センター 平成22年6月生まれの児

福岡県知事及び福岡県議会議員一般選挙 7:00～20:00 各投票所 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 リズム遊び

4か月児健診 13:40～14:10 健康センター 平成22年12月生まれの児

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室


